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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　題目に「ケルト」という語を冠した日本語の博士論文は，20世紀末以降わずかに３篇を数えるのみである。
古代のケルトを扱ったものは１篇しかない。1971年に日本ケルト学会が創設されて約半世紀，発表された論
文は言語や文学に関するものが大半を占めている。このような研究状況のなか，ケルト概念の曖昧さをふま
えて，おもに考古学的なデータを頼りに地域ごとの特徴の剔出をめざしたのが本論文である。対象となる地
域として，従来のケルト像形成の中心をなすガリア地域やブリテン諸島ではなく，南ドイツの古代名ウィン
デリキアが選ばれた点も，日本でのケルト研究としてその斬新さが高く評価できる。
　筆者の九鬼由紀氏は，博士論文の序章と補論においてこれまでのケルト研究の状況と課題を明確にしたう
えで，第１部の３つの章で，ケルト世界の地域性を明確にするため，ハルシュタット期に続くラ・テーヌ
期の最後に出現したオッピドゥムと呼ばれる独自の都市形態に着目する。対象地域となるウィンデリキアは，
記述史料での言及は少ないものの，比較的多く残された考古学資料が手がかりとなる。東方への拡張期を
終えた紀元前225年以後のウィンデリキアにおいて，人々がローマやゲルマン人などの外部からの圧力を受
けつつ，どのような社会を築いたのか，考古資料を加味しつつ彼らの精神世界の地域的特性を見出す試みは，
研究史の流れに即した妥当な手法だといえる。
　本格的な考察が展開される第２部では，発掘による遺構，出土した遺物やその出土状況，さらに遺物にほ
どこされたモチーフを手がかりに，「ケルト人」たちがそれらに込めたであろう観念が読み解かれていく。
　第１章では，マンヒングの墓の副葬品を近隣地域の墓からのデータと比較検討し，埋葬方式の土葬から火
葬への変化にともない，人々の信仰のありかたが神々や祖先への崇拝から自分たちの生活に根ざした領域へ
と重点を移した，との仮説を導く。オッピドゥム外に広く点在する方形土塁を扱う第２章では，従来の「聖域」
説や「饗宴」説をふまえつつも，それらの用途の多様性，つまり信仰生活と世俗生活とが混淆していた点が
強調される。この信仰と世俗性の並存という視点は，第１章での仮説と合わせて一定の説得力をえて，第３
章での具体的な遺物の分析へと継承される。そこでは，地中海世界からの影響を受けた「崇拝の木」を手は
じめに，山羊・鹿・馬の頭などのモチーフをもつ遺物を分析し，それらの用途の多様性と形態の類似性，精
神世界との関連性が指摘される。考察はさらに，おもりの単位である分銅や貨幣の表面に描かれる図像（神
や人物・太陽・鳥など）へと広げられ，背景にある神や自然への信仰心が確認される。
－ 3 －
　本論文全体をとおして，大胆な主張を抑えた慎重な考察・解釈の態度は好感がもてるものの，実証レベル
においてウィンデリキアに住んだ人々の精神世界の特徴が十分な説得力をもって提示できたかどうかは，評
価の分かれるところである。というのも，貨幣のような外界から伝来物を自分たちのものとするなかで，人々
の信仰心がどのように維持され，または変容したのか，大胆に仮説を展開できた可能性が残るからである。
また先行するハルシュタット期とのつながりを主張するのであれば，遺跡の位置関係などから人々の移動や
文化の継承の視点から人々の生活や精神世界にアプローチする方法があったはずである。
　けれども，以上の批判は本論文が扱うことのできた資料点数がかならずしも潤沢でなかったこととも関係
しており，今後の課題とするのが適切である。九鬼氏も認めているように，本論は「地域的なケルト」の姿
を明らかにするための端緒となることをめざしており，この点において九鬼氏が導いた結論は十分にその役
割を果たしていることは明らかである。
　以上，本論文審査委員一同は，2020年２月14日に実施された公開発表会と口頭試問による結果もふまえて，
九鬼由紀氏の論文「ケルト社会の地域性とアイデンティティとしての信仰―紀元前３世紀以降のウィンデリ
キアを例に―」が「博士（歴史学）」の学位を授与するに値するとの結論に達したのでここに報告いたします。
